
  

 

    

 

 

 
 

 

今年の 5 月前半の気温は平年並みで日照時間も確保されましたが、5 月下旬は寒暖の差が

激しく降水量も多く、日照時間も大幅に減少しました。さらに 6 月前半も降水量が多く日照

時間は平年を大幅に下回っています。今後 7 月中旬までは気温が高く、降水量は平年並みか

少ない見込みとなっています（今年の梅雨入り 6 月 9 日）。 

現在の生育状況は葉齢平均 10.0 であり、昨年と同ステージとなっています。しかしここ

数日の気温上昇により分げつが盛んになっています。梅雨明けの予想は平年並みであり、梅

雨期間はまとまった降雨が予想されます。高温下で常時湛水状態であると過剰分げつや病気

の発生が懸念されますので、水管理や農薬による対策をお願いします。(前回号参照) 

御殿場・小山では田植え後約 60 日で最高分げつを迎えます。過剰分げつを防ぎ、充実し

た籾となるよう中干しを実施し、その後間断潅水を実施しましょう。JA 推奨の「穂肥のい

らない施肥体系」を行っているほ場では、基本的に穂肥の施用は必要ありませんが、高温時

や茎数が多いほ場では、粒を太らせるために穂肥を施用することも必要です。詳しい診断は

各地区で予定している水稲生育診断にて行いますので、ぜひご参加ください!! 希望される方

は最寄りの営農経済センターにお問合せ願います。 

例年カメムシによる被害も増加しています。草刈りと薬剤による適期防除を行いましょう。 

これから暑い日が続きます。気温が高くても湿度が高いと喉の渇きに気づきにくくなって

しまいます。意識して水分補給を行うことを心掛けてください。 

 

【御殿場の気象】アメダスデータ御殿場 

   項目 平均気温（℃） 日照時間（hr） 降水量（mm） 

期間 本年 平年 差 本年 平年 ％ 本年 平年 ％ 

４月   計 12.3 11.5 0.8 172.8 161.3 107.1 165.0 252.6 65.3 

５月   計 16.3 15.9 0.4 126.1 158.6 79.5 338.0 243.7 138.7 

６月１～５日 18.0 17.9 0.1 19.5 23.1 84.4 38.5 32.3 119.2 

６～10日 19.3 18.4 0.9 17.3 20.2 85.6 35.5 38.2 92.9 

11～15日 20.4 18.9 1.5 2.9 17.5 16.6 173.0 50.1 345.3 

６月前半 計 19.2 18.4 0.8 39.7 60.8 65.3 247.0 120.6 204.8 

 

 

 

 

 

1 定点調査 生育状況１    

最終目標茎数 324 本/㎡                        6 月 17 日（火）現在 

場所 標高

(m) 

播種

日 

田植

え日 

茎数 

(本) 

茎数/

㎡ 

目標茎

数 (%) 

分げつ

数(本) 
草丈

(cm) 

葉齢 葉色 

神山 280 4/8 5/3 17.6 312 96.3 4.5 44.6 9.3 4.6 

吉久保 370 4/5 5/1 30.6 468 144.4 10.2 49.6 11.1 5.7 

大堰 400 4/5 5/6 23.4 366 113.0 7.1 45.1 10.0 5.9 

用沢 460 4/8 5/5 19.0 300 92.6 6.3 44.3 10.0 5.4 

中畑 550 3/27 5/3 24.4 384 118.5 8.7 44.1 10.5 5.8 

上柴怒田 610 4/12 5/8 20.9 320 98.8 5.8 42.9 9.1 5.7 

平均    22.7 358.3 110.5 7.0 45.1 10.0 5.5 

  

 
１）JA推奨：穂肥のいらない施肥体系 ～基肥+米の精肥料 7号（60kg）施用ほ場 

→基本的には穂肥は必要ありません。しかし高温が続くと肥料成分が早々に切れてしまうため穂肥

が必要になります。生育を確認し、下記表に従って施用してください。 

茎数 茎の太さ 葉色 穂肥 

500 本/㎡以上(27 本/1 株) 細い 4.3(SPAD 35)以下 適期に散布 

400 本/㎡以下(22 本/1 株) 細い 4.3(SPAD 35)以下 早期追肥 

※➥株間 18cm、畝間 30cmの場合  ◎窒素 1kg＝マップ 456 約 7kg/10ａ 

２）従来の施肥体系 ～基肥+穂肥体系ほ場 

→下記の穂肥診断方法を参考にして、適期適量散布しましょう。 

肥料名 散布適期 散布量（10a当り） 

マップ 456（化成） 出穂 18 日前（幼穂長１cm） 20 ㎏(N=2.8kg) 

有機アグレット 727(有機) 出穂 23 日前（幼穂長３mm） 34 ㎏(N=2.4kg) 

穂肥診断方法 ※ほ場によって、生育状況が異なるので生育調査を必ず実施しましょう！ 

茎数(本/㎡）～1株当たりの平均値（本数／株）を㎡当りの本数に換算 

茎数／㎡の算出 ～㎡当たりの茎数(穂数)が適正であるかが重要です（最終目標 324 本/㎡） 

例）11 株間の長さ 180 ㎝÷10＝0.18ｍ 畝間 30 ㎝＝0.3ｍ 茎数 22 本/株 

       １ ÷ ０．１８ ÷ ０．３ × ２２．０ ＝ ４０７，４本/㎡ 

※茎数は生育が進むにつれ次第に減っていきます。 

7 月上旬（最高分げつ期）では 425 本/㎡が適正本数です。(株間 18 ㎝の場合) 
 

茎数４３０本/㎡以下→ 量を増やし、施用の時期を早める。 

茎数４８０本/㎡以上→  量を減らし、施用の時期をやや遅らせる。 

草 丈（調査株の平均値）→ 70㎝以上であれば量を減らす。  

幼穂長 → 幼穂の長さにより、出穂前の日数を確認する。 
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～中干し以降の水管理で粒張りの良いお米を作ろう 

水も酸素も欲しがる上根が増える時期です!!～ 

 

①食味値 80 点以上 

②『米ぬか』使用の土づくりによる食味向上、循環型農業の実践 
目標 

     

穂肥の施用（コシヒカリ） 

平均的な株 5

～10 株を数

え、1 株当た

りの平均本

数を出す。 

詳細は JA の生

育巡回をご利用

ください！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

薬  剤 使用時期 使用量(10ａ) 

Ｚボルドー粉剤ＤＬ 出穂前 14 日～10 日 ３～４㎏ 

モンガリット 1 ㌔粒剤 出穂前 21 日～14 日 1 ㎏ 

薬   剤 使用時期 使用量(10a) 

トレボン粉剤 DL 穂揃期と乳熟期の２回 ３ｋｇ 

スタークル１kgＨ粒剤  穂揃期以降（出穂 7～10 日後） １ｋｇ 

中干しが完了したら間断潅水を行い、急激な葉色の低下を抑えるために根に酸素と水を

供給しましょう。 

 

 

 

 

幼穂長 1．5mm 幼穂長と出穂前日数 幼穂長 出穂前日数 

2mm 25 日 

3mm 23 日 

5mm 20 日 

10mm 18 日 

 
出穂 27 日前 

カメムシ防除 

畦畔及び水田周辺の除草は、カメムシの密度低下に有効です。出穂 10 日前までに

畦畔及び水田周辺の除草作業を完了させましょう。 

畦畔の草刈りは 10㎝～15㎝ほどの高刈りをしましょう。地際まで刈り取ってしまうと 

生長点が地際にあるイネ科雑草はすぐ再生し、カメムシが好む植物が増えてしまいます。 

 

 

幼穂長 10mm 

出穂 18 日前 

水管理 

中干し 走り水 間断灌水 

水位 3～5 ㎝  水位 3～5 ㎝  

自然に減水 自然に減水 

軽
く
干
す 

軽
く
干
す 

溝切りを行っているほ場

では、溝に水を流せば OK

です。また、溝と溝のつな

ぎ目はしっかり通すよう

にしておきましょう。 

気象条件により発生量が大きく左右され、一般に低温・日照不足・多雨条件で多発します。 

ほ場で越冬した胞子が翌年の発生源となるため、昨年発生したほ場は必ず防除し

ましょう。予防防除が重要で出穂 10日前までに農薬を散布します。 

稲こうじ病防除 ～玄米へ混入すると出荷不可です！！ 

穂が見え始めたら、絶対に散布しない ⇒ 薬害あり(Zボルドー) 

病籾や菌核が玄米中に混入すると、玄米が変色（着色）し、 

JAでの買い入れが出来ず、持ち帰りとなってしまいます。 

（規格外にもなりません!!） 

※稲こうじによる着色米は色彩選別機では抜けません。 

カメムシは耕種的防除と薬剤防除の組み合わせで対策しましょう。 

JA202560048 

◎中干し後の水管理の注意点 

長期の乾燥により根が酸化状態

に慣れているため、いきなり潅

水すると酸素不足による根腐れ

や下位葉の枯れ上がりが生じや

すくなります。 

すぐに溜め水にせず、走り水で水稲を水に慣らす（走り水） 

→ 2回ほど走り水を行った後、自然に水が減って足跡の水がなくな

った頃に再度入水  

→ 間断潅水は 1 日新鮮な水に触れることで根傷みを避け、2～3

日かけて落水し、土壌を干して酸素を供給することで根の伸長

を促す（以降間断潅水を繰り返す） 

間断潅水で酸素と水を交互に供給することで根の発育を促し、根の活力を維持します。この時期

は地表に近い根から綿毛のようなうわ根が発達します。間断潅水でうわ根をしっかり張らせるこ

とで養分などを盛んに吸収できるようになり、出穂期以降の登熟や下葉の枯れ上がり防止、倒伏

防止につながります。 

 

※トレボン粉剤は、ほ場全体・畦畔・農道等カメムシが生息している場所にくまなく散布。 

※スタークル１kgＨ粒剤は深水を避け、浅水（田面が露出しない程度）で散布。 

クモヘリカメムシ 斑点米を発生さ

せ、出穂に合わせ

て水田に飛来。 

林内で越冬し雑

草地で増殖。 

ホソハリカメムシ 斑点米を発生さ

せ、出穂期に水

田に飛来。 

水田周辺の藪地

で越冬。 

イネカメムシ  出穂直後の被害

で不稔、斑点米を

発生。林の落ち葉

の下やススキな

どの株間で越冬。 

 

草刈り機の刃は反時計回りに回転しています。このため

草刈り機は右から左へ動かしましょう。刃を取り付ける

際は刃の向きに気を付けてください。 

また草刈り後の草を水路に流さないように気を付けまし

ょう。草により止水されていたり、取水口に草が詰まっ

ていたりするのを見かけます。水路に落としてしまった

場合は熊手等で取り除きましょう。 

【V 溝乾田直播栽培】 

試験ほ場：仁杉・深沢 

ほ場準備（代かき）：2 月下旬 

播種：4 月 18 日（乾田直播） 

発芽時期：5 月 10 日頃 

1 回目除草剤：出芽前にﾗｳﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ 

       （4 月末） 

2 回目除草剤：稲 2 葉期頃ｸﾘﾝﾁｬｰﾊﾞｽ 

       （5 月中旬） 

3 回目除草剤：雑草を見ながらｴﾝﾍﾟﾗｰ 

       （6 月中旬） 

5 月 14 日 

 

6 月 5 日 

 

6 月 17 日 

 
 

 

   

カメムシが多発するほ場は、穂がほ場全体で 80％～90％出た時期（穂揃期）と

それから 7～10 日後の２回薬剤を散布すると効果が高いので必ず行うようにして

ください。 

 

 


